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助手席用一段展開制御式エアバッグのインフレータ（膨張装置）において、原因は判明して

いないが、エアバッグ展開時にインフレータ容器が破損するおそれがあることから、全車両、

予防的措置として当該インフレータを交換する。 

注：   は交換部品を示す。 

助手席用エアバッグ 

インフレータ 

改善の内容 

全車両、予防的措置として、平成２７年５月１３日付け、届出番号「３５６３」に含め、 

当該インフレータ容器の気密点検を行い、気密不良のものは、インフレータを新品と交換、

または助手席エアバッグの機能を停止する。 

また、交換用部品の準備ができた段階で、年式の古いものから順次新品と交換する。 

なお、交換部品については全数回収して原因調査を実施する。 

 

識別： 改善済車両には車台番号打刻の末尾４桁目および５桁目の上に黄色ペイントを塗布する。 
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